
⑴　巻 頭 言

　　　（題　　目） （所　　属）　　　（執筆者）　　　　（頁　　数）　　

コロナと共にある生活，経済 エネルギー・資源学会　鍋　田　和　宏　Vol. 42　№１−１

エネルギー政策とマスメディアの役割 エネルギー・資源学会　藤　井　康　正　Vol. 42　№１−２

⑵　新 春 座 談 会

ウィズ・コロナ社会におけるテレワーク・在宅勤務とエネルギー需要の展望 日本経済団体連合会　正　木　義　久　Vol. 42　№１−３

 日本エネルギー経済研究所　末　広　　　茂

 東京大学　岩　船　由美子

 東京工業大学　室　町　泰　徳

 （司会）電力中央研究所　永　田　　　豊

⑶　新 会 長 挨 拶

挑戦の時代におけるエネルギー・資源学会 エネルギー・資源学会　手　塚　哲　央　Vol. 42　№４−１

⑷　論 文 賞

論文賞を受賞して 日本エネルギー経済研究所　川　上　恭　章　Vol. 42　№４−２

 〃　　　　　　　松　尾　雄　司

⑸　論 説

第４次産業革命と電力消費 国際高等研究所　佐　和　隆　光　Vol. 42　№１−14

再生可能エネルギーの導入拡大と地域 弘前大学　神　本　正　行　Vol. 42　№２−１

自然の理を踏まえた気候危機対応 地球環境戦略研究機関　西　岡　秀　三　Vol. 42　№３−１

カーボンニュートラルとエネルギー資源 東京大学　本　部　和　彦　Vol. 42　№４−３

劣化し続ける日本のただ中で 東京大学　𠮷　田　邦　夫　Vol. 42　№５−１

2050年カーボンニュートラルに関する所感 エネルギー総合工学研究所　寺　井　隆　幸　Vol. 42　№６−１

⑹　展 望 ・ 解 説

循環経済ビジョン2020について 経済産業省　横　手　広　樹　Vol. 42　№１−16

新型コロナウィルス感染症流行拡大の電力需要への影響  東京電力ホールディングス　篠　田　幸　男　Vol. 42　№１−21

 〃　　　　　　　中　西　良　輔

 〃　　　　　　　竹　田　　　恒

2030年再生可能エネルギーの電源構成比率を40%へ −その達成への道筋と課題の克服− 経済同友会　石　村　和　彦　Vol. 42　№２−３

2050年に向けた世界と日本の原子力展望 日本エネルギー経済研究所　村　上　朋　子　Vol. 42　№２−８

有機薄膜太陽電池の動向と展望 大阪大学　中　山　健　一　Vol. 42　№３−３

大阪府における水素需要拡大に向けた取組み −カーボンニュートラルの実現に向けて− 大阪府　多　田　一　也　Vol. 42　№４−５

未利用バイオマス資源を徹底活用するためのマルチ生産プロセスの提案 東北大学　北　川　尚　美　Vol. 42　№４−10

安定供給を支える電気保安を取り巻く状況悪化への警鐘 早稲田大学　中　垣　隆　雄　Vol. 42　№５−４

日本の石油業界のリスクとチャンス 日本エネルギー経済研究所　加　藤　陽　平　Vol. 42　№５−10

グリーンイノベーション戦略 −成長戦略に向けたイノベーション− 地球環境産業技術研究機構　山　地　憲　治　Vol. 42　№６−３

日本近海のメタンハイドレート開発におけるカーボンニュートラルの達成に向けた課題 石油天然ガス・金属鉱物資源機構　山　本　晃　司　Vol. 42　№６−８

 日本メタンハイドレート調査　阿　部　正　憲

 産業技術総合研究所　天　満　則　夫

⑺　特 集

〔特　集〕産業電化が拓く省エネ・低炭素社会

（１）“産業電化”による省エネ・脱炭素イノベーションの実現 日本エレクトロヒートセンター　内　山　洋　司　Vol. 42　№１−25

（２）産業用ヒートポンプの普及と将来動向 名古屋大学　渡　邉　澂　雄　Vol. 42　№１−30

（３）赤外加熱技術の最新動向 関東学院大学　中　野　幸　夫　Vol. 42　№１−35

（４）高圧ボンベ製造工程の電化への取り組み 関西電力　井　上　和　茂　Vol. 42　№１−40

 タイチク　松　田　　　勇

 高圧昭和ボンベ　伊　達　健太郎

==== エネルギー・資源（第42巻）総目次　2021年　Vol. 42　No. １〜６ ====

・分類は下記によった．

⑴　巻 頭 言　　　⑵　新 春 座 談 会　　　⑶　新 会 長 挨 拶　　　⑷　論 文 賞　　　

⑸　論 説　　　⑹　展 望 ・ 解 説　　　⑺　特 集　　　⑻　シ リ ー ズ 特 集　　　

⑼　研 究 論 文 要 旨　　　⑽　技 術 論 文 要 旨　　　⑾　研究者・実務者のためのエネルギー・資源講座　⑿　歴 史 の 散 歩 道　　　

⒀　活 動 報 告　　　⒁　書 評　　　⒂　技 術 ・ 行 政 情 報　　　⒃　談 話 室　　　
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（５）“熱のリサイクル”を応用した排水濃縮・減容工程での省エネ革新 日本エレクトロヒートセンター　坂　口　勝　俊　Vol. 42　№１−45

 ササクラ　井　上　智　裕

（６）塗装乾燥熱源への赤外線加熱導入による生産性およびエネルギー効率向上 日本エレクトロヒートセンター　坂　口　勝　俊　Vol. 42　№１−50

（７）産業電化の生産性便益と脱炭素化に向けた取組の検討 電力中央研究所　向　井　登志広　Vol. 42　№１−55

〔特　集〕脱炭素への道をつなぐ天然ガスの新規・高度利用

（１）天然ガスおよび都市ガス事業を取り巻く状況と2050年カーボンニュートラルに向けて期待される役割 経済産業省　下　堀　友　数　Vol. 42　№２−13

 〃　　　　清　水　哲　也

 〃　　　　向　井　　　猛

（２）定置用燃料電池の技術動向と低炭素・脱炭素への貢献 産業技術総合研究所　水　谷　安　伸　Vol. 42　№２−17

（３）高効率発電と低消費エネルギー CO2回収を実現する燃料電池 東京ガス　波多江　　　徹　Vol. 42　№２−21

（４）再エネ調整力としてのコージェネレーションの活用 東京大学　小宮山　涼　一　Vol. 42　№２−25

（５）LNG燃料船の導入状況およびLNGバンカリングの動向 商船三井　青　山　憲　之　Vol. 42　№２−30

 〃　　　遠　藤　　　尚

（６）産業用熱源における天然ガスへの大規模燃料転換 Daigasエナジー　山　本　裕　介　Vol. 42　№２−34

（７）メタンの熱分解による水素製造技術の開発 産業技術総合研究所　高　木　英　行　Vol. 42　№２−38

 〃　　　　　斉　田　愛　子

 〃　　　　　倉　本　浩　司

〔特　集〕2050年のエネルギー需給

（１）特集2050年のエネルギー需給　総論 東京大学　荻　本　和　彦　Vol. 42　№３−８

＜需給・循環・制度＞

（２）我が国の脱炭素社会検討における社会経済シナリオ 国立環境研究所　日比野　　　剛　Vol. 42　№３−12

 みずほリサーチ＆テクノロジーズ　平　山　智　樹

（３）日本の長期気候政策の複数モデルによる評価 東京大学　杉　山　昌　広　Vol. 42　№３−14

（４）日本の長期CO2削減とネガティブエミッションの役割  エネルギー総合工学研究所　黒　沢　厚　志　Vol. 42　№３−16

 〃　　　　　　　加　藤　悦　史

（５）電力部門の脱炭素化に向けて  日本エネルギー経済研究所　松　尾　雄　司　Vol. 42　№３−18

 東京大学　荻　本　和　彦

（６）ニューノーマルによる脱炭素型まちづくりとは？ 〜次世代型ライフスタイルの変容〜 茨城大学　吉　田　友紀子　Vol. 42　№３−20

 国立環境研究所　平　野　勇二郎

（７）気候変動，持続可能性と将来社会展望 埼玉大学　外　岡　　　豊　Vol. 42　№３−22

（８）ネット・ゼロ：欧米の取り組みからの示唆 東京大学　杉　山　昌　広　Vol. 42　№３−24

 NewClimate Institute　倉　持　　　壮

 東京大学　高　村　ゆかり

＜資源・供給・ネットワーク＞

（９）気象データと太陽光発電データセットの構築 東京大学　隈　　　健　一　Vol. 42　№３−26

 産業技術総合研究所　大　竹　秀　明

（10）太陽光及び風力発電の将来ポテンシャル 産業技術総合研究所　大　関　　　崇　Vol. 42　№３−28

 〃　　　　　嶋　田　　　進

（11）2050年に向けた再生可能炭素源としてのバイオマス 広島大学　松　村　幸　彦　Vol. 42　№３−30

（12）原子力発電の未来をマーケティングする 〜経済価値の視点から〜 日本エネルギー経済研究所　柴　田　智　文　Vol. 42　№３−32

 〃　　　　　　　村　上　朋　子

 〃　　　　　　　木　村　謙　仁

（13）脱炭素エネルギーシステムにおける水素と合成燃料の役割 地球環境産業技術研究機構　秋　元　圭　吾　Vol. 42　№３−34

 〃　　　　　　　佐　野　史　典

 〃　　　　　　　金　星　春　夫

（14）脱炭素化・レジリエンス強化に向けた電力ネットワーク形成の方向性 東京大学　小宮山　涼　一　Vol. 42　№３−36

＜需要＞

（15）需要側の気候変動対策としての電化とその課題 電力中央研究所　西　尾　健一郎　Vol. 42　№３−38

（16）脱炭素化へ向けた電気自動車の貢献 日産自動車　松　本　幹　雄　Vol. 42　№３−40

（17）民生部門の脱炭素化へ向けた課題 大阪大学　下　田　吉　之　Vol. 42　№３−42

 〃　　　山　口　容　平

（18）産業部門の脱炭素化へ向けた課題 三菱総合研究所　井　上　裕　史　Vol. 42　№３−44

（19）需要家側資源活用の可能性 東京大学　岩　船　由美子　Vol. 42　№３−46

〔特　集〕温暖化対策と電力系統安定化に寄与する水力発電

（１）脱炭素社会にむけた水力発電システムの役割 早稲田大学　宮　川　和　芳　Vol. 42　№４−15

（２）大型水力発電システムの最新技術 日立三菱水力　谷　　　清　人　Vol. 42　№４−20

 〃　　　　田　村　悠　太

（３）大型水力発電システムの運用技術 電源開発　笠　松　隼　樹　Vol. 42　№４−25

 〃　　　堀　川　祥　吾

（４）揚水発電技術 東芝エネルギーシステムズ　森　　　淳　二　Vol. 42　№４−30

（５）再エネ大量導入下の揚水発電の運用とポテンシャル 九州電力送配電　緒　方　和　彦　Vol. 42　№４−35

（６）小水力・マイクロ水力発電の最新技術 信州大学　飯　尾　昭一郎　Vol. 42　№４−40

 早稲田大学　宮　川　和　芳

（７）中小水力発電の導入促進に向けた取組み 新エネルギー財団　組　橋　圭　介　Vol. 42　№４−46

 〃　　　　　橋　本　雅　一

 〃　　　　　齊　藤　公　道
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〔特　集〕アンモニア合成の新展開

（１）特集にあたって 三菱電機　光　田　憲　朗　Vol. 42　№５−16

（２）ケミカルリサイクルを用いたH.B.法によるアンモニア合成 昭和電工　栗　山　常　吉　Vol. 42　№５−17

（３）エレクトライドを用いたアンモニア合成触媒 東京工業大学　細　野　秀　雄　Vol. 42　№５−20

（４）溶融塩を用いた常圧アンモニア電解合成 アイ’エムセップ　伊　藤　靖　彦　Vol. 42　№５−25

（５）Ru触媒，水素透過膜，リン酸塩電解質を用いた窒素と水からのアンモニア電解合成 福岡大学　久保田　　　純　Vol. 42　№５−30

（６）電界印加した触媒上でのアンモニア合成法の研究 早稲田大学　関　根　　　泰　Vol. 42　№５−34

（７）光触媒による水と窒素ガスからのアンモニア合成 大阪大学　白　石　康　浩　Vol. 42　№５−38

 〃　　　平　井　隆　之

（８）リチウムの機能性を利用した常圧アンモニア合成技術の研究 広島大学　宮　岡　裕　樹　Vol. 42　№５−42

 〃　　　新　里　恵　多

〔特　集〕エネルギー分野におけるデジタル技術活用①（供給サイド）

（１）特集にあたって 関西電力　西　　　順　也　Vol. 42　№６−14

（２）エネルギー分野におけるデジタル技術の活用 KPMGコンサルティング　巽　　　直　樹　Vol. 42　№６−15

（３）火力発電所における巡視点検自動化システムの開発について 関西電力　花　登　弘　和　Vol. 42　№６−19

 〃　　　五十嵐　一　真

 〃　　　松　山　瑛　吾

（４）再生可能エネルギー発電出力の推定・予測技術 気象工学研究所　高　田　　　望　Vol. 42　№６−23

（５）日本の電力市場におけるアルゴリズム取引の実現可能性 エネルギー経済社会研究所　松　尾　　　豪　Vol. 42　№６−28

 〃　　　　　　　志　賀　智　之

（６）ブロックチェーン技術は再エネトラッキング，電力証書発行・取引に有効か？ LO3 Energy　大　串　康　彦　Vol. 42　№６−33

⑻　シ リ ー ズ 特 集

明日を支える資源（174）

不寛容社会に隠れるアルミニウム製造副産物 東北大学　平　木　岳　人　Vol. 42　№２−43

 小川アルミ工業　泉　　　雄　介

明日を支える資源（175）

亜鉛 −産業間連携でリサイクルされるベースメタル− ニッポンスチール ノースアメリカ　桒　内　祐　輝　Vol. 42　№４−51

明日を支える資源（176）

マグネシウム合金の自動車・航空機への適用状況について 産業技術総合研究所　千　野　靖　正　Vol. 42　№６−38

 UACJ　森　　　久　史

 日本マグネシウム協会　駒　井　　　浩

⑼　研 究 論 文 要 旨

ベスト・ワースト・スケーリングによる電気自動車への消費者選好評価 九州大学　吉　田　謙太郎　Vol. 42　№１−60

ネット需要の不確実さに対応したマイクログリッドの運用計画作成手法 岐阜大学　後　藤　瞭　太　Vol. 42　№１−61

 〃　　　高　野　浩　貴

 〃　　　浅　野　浩　志

スマートフォンを活用した家庭向け省エネサービスの実証研究：他世帯比較のパーソナライズ手法の提案 電力中央研究所　中　野　一　慶　Vol. 42　№１−62

 〃　　　　西　尾　健一郎

 〃　　　　向　井　登志広

 Crossdoor　大　舘　陽　子

 東京電力エナジーパートナー　佐々木　正　信

同期機の運用容量による系統慣性の特性分析 東京大学　荻　本　和　彦　Vol. 42　№１−63

 〃　　　岩　船　由美子

 〃　　　占　部　千　由

 J-Powerビジネスサービス　東　　　　　仁

 〃　　　　　　　礒　永　　　彰

長期的な脱炭素社会を目指したシナリオ下での水素と合成メタンの役割の分析 地球環境産業技術研究機構　佐　野　史　典　Vol. 42　№１−64

 日本エネルギー経済研究所　永　田　敬　博

 地球環境産業技術研究機構　秋　元　圭　吾

電気自動車・蓄電池を用いた戸建て住宅地域の電力融通システムの設計方法の確立およびその評価 Looop　小　嶋　祐　輔　Vol. 42　№２−47

 〃　　荒　井　綾希子

 〃　　阿　部　力　也

 東京大学　岩　船　由美子

両面受光型太陽光発電モジュールが発電機起動停止計画に与える効果の検証 福井大学　重　信　颯　人　Vol. 42　№２−48

 〃　　　伊　藤　雅　一

寒冷地における除湿空調時の熱環境評価に関する研究 北海道大学　濱　田　靖　弘　Vol. 42　№２−49

 〃　　　村　上　勘　太

 北海道ガス　白　井　直　樹

 〃　　　武　田　清　賢

 〃　　　宮　脇　雅　史

オフグリッドのCO2排出ゼロ工場におけるP2G技術の経済性評価 豊田中央研究所　石　川　裕　幸　Vol. 42　№２−50

 〃　　　　小松原　充　夫

 〃　　　　原　　　卓　也

 〃　　　　志　知　　　明

−73−

エネルギー・資源  Vol. 43  No. 1（2022） 73



再生可能エネルギー由来の二次エネルギー製造・貯蔵の分析（その２） 大阪ガス　本　田　敦　夫　Vol. 42　№３−48

 〃　　　手　塚　孔一郎
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